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雑

鋤

　
の

如
し
ご
。

＠　

　

●
魚
類
の

皮
膚
に

存
す
る

棍
棒
状
細
胞

日 五 十 月 九 年 九 十 三 治 明

（

田

中
）

オ

ク

ス

ナ

；

氏
は

圓
口

類
及

硬
骨
魚
の

皮
膚
に

存
在
す
る
一

種
の

仙
狩

有
な
る

規陶
櫨
龍
从

細
胞
に

就
て

研

究・
し

ヤ四
・

9
・
し

が
、

甘…（

結
果
に

よ

れ
ば

是

等
の

細
胞
は

硬
骨
魚
中

鮭
科
の

外
の

喉

鰾
類
に

存
在
し

、

他
の

近
縁
の

科
の

者
に

あ
り

て

は

或
は

存

在
し

、

或
は

缺
亡
せ

り
、

太
ロ

科
及

硬
鰭
類
に

存
す
る

或
類
似
の

細
胞
は

、

棍
棒
状
細

胞
な
り

や
否

や

疑
は

し
、

棍

棒
默
細

胞
の

あ
る

魚
類
に

あ
り
て

は

ロ

鬚
を
除
き

體
の

全

面
に

散
布
し

、

唇
に

は

稀
に

存

在
せ

ざ
る

事

め
り
、

其
唇
に

あ
る

者
に

在
り
て

は
、

舌
の

皮
膚
に

も
、

粘
膜
に

も

存

在
し

、

且

頗
若
き

者
の

咽
喉
に

も

存
在
し

、

其
分
布
は

頗
る

不

規
則
に

し
て

、

最
も

其

數
の

多
き
は

、

頭
部

、

頸
部
に

し
て

、

最
少
き
は

胸
鰭

及

尾
鰭
な
り
、

是
等
の

細
胞
は

單
細
胞
に

む
て

腺

細
胞
に

屬
し

、

保
護
の

作
用
を

爲
す

者
な

り
、

體
部
に

傷
痕
あ
る

時
は

其
土

に

重
な

り

て

之
を

保
護
し

、

鰻
に

あ

b
て

は

排

骰
其

他

の

用
を

な
す

者
な
り
。
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（

田

　
中
）

一
八

●
紳
經
系
の

研
究

　
ク

ル

ト
、 ，

ゴ

ー

ル

ド

ス

タ

イ
ン

氏
は

硬
骨
魚
の

大

腦
及
問

腦
の

構

　
造
を
研
究
む

、

ク

ル

ト
、

、
。

へ 、
ル

乳
室
泥 ，
氏
は

種
々

の

脊
椎
動

物
の

　
小

腦
の

組
織
及
發
達
を

研

究
せ

b
。

　
　
　
　
　
　
（

田
　
中

）

●
皮
膜
細
胞
の

多
核
細
胞

　
バ

コ

；

氏
の

研

究
に

よ

れ
ば

、

齧
齒
類
に

於
て

其
食
道
の

多
層
皮

　
膜
に

は

往
々

多
核
細
胞

あ
り
て

、

其
核
の

數
を
二

個
乃
至

四

個
を

　
數
ふ
べ

く
、

互
に

密
に

柑

並
置

せ

り
、

此

等
の

細
胞
は

直
接

分

割

　
の

結
果
に
・
し

て
、

多
く
は

卆
常
の

情
態
に

て

生
ぜ
る

者
な

り
o

へ 
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
へ

田

中
）

冖
　
　

ト
　
ビ

　ハ
　
セ

一

●
彈
塗
魚
の

眼

一
　
彈
塗
魚
は
ペ

ワ

オ

フ

サ
川

ム

ス

及
ボ

レ

オ

フ

サ

川

ム

ス

屬
の

者
に

　
し
て

近
來
フ

オ

ル

ス

氏
の

研
究
せ

る

處
に

よ

れ
ば

、

水

晶
體
を

綱

　
膜
に

近
け

以
て

遠
距
離
を
見
る

事
を
得
る

者
に

し

て
、

休
止

せ
る

　
ご

き
は

水

晶
醴
は

角
膜
に

近
け
ご

も

鞏

膜
軟
骨
の

周

園
に

存
す
る

　

横
紋
筋
の

牧
縮
に

よ

り
て

、

後
方
に

引
か

れ
、

網
膜
に

近
き
、

以

　
て

稍
子

體
の

塞
處
の

存
在
せ

ざ
る

に

至

る
、

而・
し

て

此
の

如
き

適
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